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は「マネジメント」「学習詢   「幼   「相互作用」
の4つに区分され,なかでも「相互作用」が授業の雰
囲気と授業成果に深く関係する重要な教師行動であ




























































































は,名詞 (身体鵠口,名詞 (空間),名詞 (時間),

































































































































































































































































































詞 (叙述),副詞 (程度),形容詞 (対比)の5種類の品詞において上位群の方が下位群に比べて,有
意に多い結果が認められた。さらに,課題把握場面と課題解決場面におけるIW品詞の使用頻度を検
討した結果,双方の場面では,副詞 (叙述),副詞 (程度),形容詞 (対比)の3つの品詞において,
課題把握場面では助詞 (終助詞),形容詞 (肯定的)の2つの品詞において,課題解決場面では代名





次に,上原 。梅野 (2003a)は,小学校高学年 (5・6年)の走り幅跳び (クローズ ドスキル教材)
の授業を対象に学習成果 (技能)を高める教師の言語的相互作用を検討した。すなわち,小学校高学
年 (5・6年)の態度得点の高い学級を対象に,同一の課題解決的プログラムによる走り幅跳びの授業























握場面では,名詞 (動作),副詞 (叙述),副詞 (程度),形容詞 (対比)の4つの品詞を併用するこ
とで,上位群の教師は子どもの課題の必然性と意味理解を促進させるとともに,形容詞 (肯定的),助
詞 (終助詞)を多用することで授業の雰囲気を明るくするところに特徴がみられた。また,課題解決













































































































騨級 51F 呂いレベル成功 5 5 5 宮い成功 4 5 男性 0年 体育
B学級 51F 昌いレベル成功 5 5 4 高いレベル成功 5 4 男性 9年 英語
Cttll5年 アンノtシスやや成功 3 4 3 かなり低いレベルかなり成功 4 4 男性 12年 理科
下位群
D学級 6年 かなり低いレベルやや失敗 2 3 かなり高いレベル成功 4 4 女性 7年 算数
[学級 6年 アンノ｀ランスアンノ｀ランス 3 4 2 かなり高いレベルやや成功 3 4 男性 2年 国語

































































































第 3節 品詞分析 の結果並びに考察
(1)上位群 と下位群における品詞使用頻度の特徴
図2は,一単位授業 (45分間)における上位群と下位群の品詞総数を比較したものである。
上位群は約 3,000語,下位群は約 1,700語であり,上位群の方が下位群に比して有意 (P<.001)
に使用頻度の多い結果が認められた。すなわち,上位群は下位群に比べて倍程度の発言を行つていた
ことがわかる。ちなみに,先行研究 (上原・梅野,2000)の幅眺び (クローズ ドスキル教材)では上


































有 意 差 の 認 め られ た 品 詞 一 単 位 授 業
名 言司 ★
動 言司 ★
形 容 詞 ★
形 容 動 詞
冨u言司 ★
連 体 言司
接 続 言司 ★
感 動 詞 ●
助 言司 ★

































形容詞(肯定り 形容詞(対比) 屋1詞(疑。強・側 副詞(程励 感動詞(肯定的) 助詞(文末終助詞
※Pく.05※Pく.ol※※※Pく.o01
えられる。
名詞 (動作),名詞 (空間),名詞 (時間)は,運動教材が有する技能特性を明確に伝達し,技能に
関する矯正的フィー ドバックを行 う品詞である。上位群の教師は「パス」「シュー ト」「ドリブル」な











双方の場面で有意差 (P<.05)の認められた品詞は,名詞 (身体部位),名詞 (空間),名詞 (時











































有 意 差 の 認 め られ た 品 詞 課 題 把 握 課 題 解 決
名 詞 (身体 部 位 ) ◎ ●
名 詞 (空間 ) ◎ ◎
名 詞 (時間 ) ● ◎
代 名 詞 (人称 ) ● ◎
形 容 詞 (対比 ) ◎ ◎
副 詞 (疑口強 口仮 ) ◎ ★
冨J言司(稽己J賃) ● ★
名 詞 (動作 ) ◎
感 動 詞 (肯定 的 ) ◎
名 詞 (人名 ) ●
形 容 詞 (肯定 的 ) ●
助 詞 (文末 終 助 詞 ) ◎
































































































































































































この段階では,名詞 (時間),形容詞 (対比),副詞 (疑問 。強調・仮定),感動詞 (肯定的)の4
種類に有意差 (P<.05)が認められた。













































































































































































































































































































という名詞 (時間)と名詞 (空間)を関連させて用いることによつて,矯正的なフィー ドバックを臨


































































































































ちなみに,先行研究 (上原 。梅野,2000)の走り幅跳び (クローズ ドスキル教材)では上位群 3,300
語,下位群 1,900語と同程度の結果であつた。


























材)と先行研究 (上原・梅野,2000)の走り幅跳び (クローズ ドスキル教材)を比較 。検討する。
34




























ちなみに,先行研究 (上原・梅野,2000)の走り幅跳び (オー プンスキル教材)では,名詞 (動作),















バスケットボール (オー プンスキル教材)と先行研究 (上原 。梅野,2000)の走り幅跳び (クローズ
ドスキル教材)を比較検討する。
バスケットボールでは,表4で示したように,課題把握場面と課題解決場面に共通して有意差が認
められた品詞は,名詞 (身体部位),名詞 (空間),名詞 (時間),代名詞 (人称),形容詞 (対比),副




副詞 (程度),形容詞 (対比)の3種類であり,これらは,体育授業において教師が 「発問」と「矯
正的フィー ドバック」を行 う上で基本となる言葉である。また,バスケットボールのみで有意差が認
められた品詞は,名詞 (身体部位),名詞 (空間),名詞 (時間),代名詞 (人称)の4つである。こ
れは,本研究で用いたバスケットボールの指導プログラムにおける課題把握場面で ドリルゲームを含
めたことによる影響であると考えられる。


























材)と先行研究 (上原 。梅野,2000)の走り幅跳び (クローズ ドスキル教材)を比較検討する。
表 7で示したように,本研究のバスケットボール (オー プンスキル教材)では,共有課題I(2時
間目)で,名詞 (時間),形容詞 (対比),副詞 (疑問 。強調・仮定),感動詞 (肯定的)の4種類 ,
共有課題Ⅱ (4時間日)で,名詞 (空間),副詞 (疑問 。強調・仮定),副詞 (程度)の3種類,共有






時間目)で,代名詞 (人称)と形容詞 (対比)の2種類,共有課題Ⅱ (5時間目)で,副詞 (疑間 0
強調 0仮定)と名詞 (時間)の2種類,共有課題Ⅲ (8時間日)で,代名詞 (人称),副詞 (疑問・強











































によるバスケットボールの授業 (オー プンスキル教材)を行つてもらい,学習成果 (態度得点)を顕
著に高めた学級とそうでない学級の逐語記録を品詞により分析した。その結果,バスケットボール (オ
ープンスキル教材)の授業においても教師による特定の8つの品詞の用い方の存在が認められた。と
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3.体 青 ● 授 業 が あ る 日 は た の し い
… …
‐
… … … … … … … 一
。
一 一 ― 一 一 ― 一 一
























































鮮 級 5年生   男子
14.00   人始 終 14.00   人
頂 日点 診 断 総合診断






ス上しヽE壺 0.50 0.93 0.43 ↑ 0 高いレベル 0
IЬ身の興奮ほ針
0.93 0.21 O ↑ ○ かなり高いレベル
牛署のうスおい O ↑ 0 やや高いレベル
苦レ より喜び
-0.14 O O ふつうのレベル
集団生活の楽しみ
1.00 -007 O O やや低いレベル
着時 作る場
0.86 -0.07 O ○ かなり低いレベル
稽朽的活動量欲 O ↑ O 低いレベル














年ビキビl f´‐動き 0.86 !.00 0.14 O 1 O 横ばい
は力つくり 1.00 I 0 やや失敗
明麟活tFrな件格 0.64 0.64 0.00 0 0 かなり失敗
1 罐神力の春成 0.86 1.00 0.14 0 ↑ O 失敗
1 当々力tんばる習慣
-0.07 0 O アン′｀ランス
脇力の習慣
0.86 0.07 0 ↑ 0 診断結果の解釈
基本的理論の学習
0.86 1.00 O O
深い感動 0.79 0.93 O ↑ 0





‐ ムワークの発展 0.57 1.00 0.43 ↑ 0
みんなの活動 0.57 0.43
-0.14 O ↑ 0
なス.分ハ■ス
「
71 -0.21 0.43 X ↑ O
副二十盤のIl廂! 0.00 0.29 0.29
X
た鏡的 rA‐伸閻 0.50 021 ↑ 0
キ体的人間の育成 0.07 0.79 071 X ↑ 0
□釜 ル虫 腱 ∩ 鉾 ―
0.71 X ↑ O
感量 の ね スLヽ
0.50 1.00 ↑ 0
敗師の存在価値
-0.57 -0.29 029 X X
床育科 目の必要性






人始 終 900 人
項 目点 診 断 総合診断












~「ス 士 :、日 奎 ↑ O 局いレベル ○ O
い身の奥奮ほ付 078 022 ○ ↑ ○ かなり高いレ
ベル
輩 妥 め らス 崇 !、 O ↑ ○ やや高いレベル
讐:ム上レ!菫7ド -067 O ↓ X ふつうのレベル
婁 団 牛 活 の 楽 1 み´
089 O ↑ ○ やや低いレベル
着だち夕作る場
-011 ○ O かなり低いレベル
階極的活動意欲
033 X ↑ O 低いレベル
白十的黒考ル活動 ○ ↑ ○
アンバランス








博 菫 時 PDR数
かなり成功




-011 O O 横ばい
休 力 つ くし,
0 O やや失敗
1 明朗活発な伴格
-011 O ○ かなり失敗
精神力の番成 ○ ↑ O 失敗
営々がんばる習僣 078 -011 O O アンバランス
協力の習慣
089 100 ○ ↑ 0 診断結果の解釈
基六的理論の学習 0 ↑ O
深い感動 022 r O
授業のまとまり
056 ↑ 0
博業の印象 067 O ↑ 0





みんなの活動 067 067 O ○
なス,fj‐ハ士ス,7( 044 033 -011 O O
和1己幸姜のIrn制|
067 056 -011 O O
永続的な仲間
067 ○ l O
キ体的人間の吉成 022 X
口論 ル車 臀 の 結 ―
033 089 r ○
辱曇のね らい 078 ○ ○
敗師の存在価値
-044 -011 × X
床育科 目の必要性
056 078 022 ↑ 0






人始 終 1500   人
項 目点 診 断 総合診断






ス J、日 覆 067 ○ O 高いレベル ○
r、身の軍奮ほ針
087 033 ↑ O かなり高いレベル O
と薔ハらス食:、 ○ ↑ O やや高いレベル
書l み´よιJ喜でヽ O O ら、つうのレベル
隻団牛活の楽しみ
020 F O やや低いレベル
ただちを作る場 007 ○ 0 かなり低いレベル
7稽極的活動章欲
007 × × 低いレベル











-0.13 O O かなり成功






-013 × X やや失敗
明朗活発な性格 020 047 027 X I かなり失敗
陪神力の巻成 067 073 ○ I O 失敗
堂々がんばる習慣 073 027 ↑ O アンバランス
臨力の習信 073 027 ↑ ○ 診断結果の解釈
嵐六的理論の学習
073 020 ↑ O





能 慮 スコ7 1.00 C B
?
?






焉1己十萎のIIntti 000 027 0.27 X
永続的な伸FB5 053 ○ ↓
キ体的人FB5の吉成
X ×
塵論 ル空 臓 め 締 ―
○ O
四 業 の ね ムLヽ
-013 ○ O
教師の存在価値 000 X X
休育科 日の必要性 080 -007 O O
熊庵スコア 5.33 0.20 A B
48
診断表
B学級 5年生   女子
1800   ノk始 終 1800   人
項 目点 診 断 総合診断














-006 050 × ↑ かなり高いレベル
牛 活 の ある パ I、 O やや高いレベル ○
割 .み上し
'菫
71 044 -006 ら、つうのレベル
鼻団牛活の楽 [´み 078 089 ○ ↑ ○ やや低いレベル
方デ ム を作 ス据 028 かなり低いレベル
7 稽極 的活動青欲 033 022 X X 低いレベル
自主的思者と活動 056 044 X ↑ ○ アンバランス 0










熊庸スコア 467 5 C やや成功
?
?
キビキ白 l´―動青 022 006 X 横ばい
1 休力つくり 000 × X やや失敗
1 明朗活発な性格 ↑ かなり失敗
精神力の巻成 050 -017 失敗




深い感動 050 -011 O ○
1 授業のまとまり 050 X ↑
授業の印象 006 050 | ○





みんなの活動 028 033 × ↑
なス,かの■ス
「
7貞 044 ○ ○
和1己主義のIrn需| × ↑ ○
永続的な仲間 067 ○ ↑ O
キ体的人間の音成 039 -017
口論 ル室 騰 の 結 ― O T ○
四 圭 ∩ 掲 ユ 1、 078 -011 ○ ○
教師の存在価値 006 -022 ↓
床吉科 日の必要伴 089 ○ O






人始 終 1300   人
項 目点 診 断 総合診断
の 始 ② 終 ⊃―
“





,「ス■I湘田産 062 O 局いレベル
r、身の日奮 ほ針
023 X かなり高いレベル
生 活 の らス 余 Lヽ
092 O r ○ やや高いレベル
苦しみより喜び 023 -008 X ふつうのレ
ベル
集団生活の楽しみ 054 -015 やや低いレ
ベル
友だちを作る場 T 0 かなり低いレベル
7 階極的活動意欲
046 023 X 低いレベル
自主的思考と活動
0.00 ↑ アンバランス ○ ○
休育科 目の価値









069 -015 ○ O かなり成功
能庸スコフ 5.23 5.54 0.31 B 3 B やや成功 O
?
?
1 キビキビした動き 023 X ↑ X 横ばい



























-015 X 1 O
永続的な仲間 062
-015 O
主体的人間の育成 000 X ↓ X
理論と実践の統一 023 ×
博業 の ね らしヽ
-023 O ↓
拗師の存オ価値
-008 -046 -038 X X
は雀調ユ日の必理I梓 077 O O






人始 終 1900   A
項 目点 診 断 総合診断












~「ス 上 Iヽ日 を
X 高いレベル
い身の興奮ほ←
-005 X × かなり高いレベル
生 妥 ハ らス 食 Iヽ




037 ↓ X やや低いレベル
ただち弁作る場
-016 X かなり低いレベル ○
7 暗極的活動意欲
-005 053 ↑ X 低いレベル ○
白十的黒者ル活動
042 × ↑ アン′｀ランス









○ O かなり成功 O





体 力 つ くり
× X やや失敗
1 明朗活発な性格
-011 -005 X かなり失敗
結神 力の著 成
-005 037 ↑ X 失敗
営々がんばる習僣 026 032 005 × X アン′｀ランス
協力の習慣



















-021 -016 X ×
和l己主義のtrn湘I




-021 -011 X X
理論と実践の統一




態度スコア -0.63 089 E 3 E
51
診断表
D学級 6年生   男子
2300   人始 終 2300   人
項 目点 診 断 総合診断






022 -017 ↓ X 局いレベル
r、身 の 日 奮 I受針
026 -013 X ι かなり高いレベル
準 薔 ハ らス 祭 1、 052 やや高いレベル
劃 入 士 bl童7(
-017 ↓ X ふつうのレベル





035 × 低いレベル O











022 0.26 004 かなり成功






043 052 X X やや失敗
田 朗 活 撃 た 件 格
X × かなり失敗
精神 力の春 成 022 X × 失敗
堂々がんばる習僣 004 X X アンバランス O
協力の習僣 057 診断結果の解釈
基木的理論の学習 022 043 022 X T ×
深 :、威 動
030 052 022 ○ T ○
1 層業のまとまり 026 X T







-017 -004 X ×
みス′たの上ス
「
71 009 022 ○
和l己主義の抑制
-013 -022 -009 X X
永結的 r■‐伸 PBR 030 ○ ↓
十体的 人Palの音 成 022 -013 ↓ X
口 論 ル空 腱 ハ 鮮 ―
↑ ○
四 圭 ∩ 拓 ス :、
教師の存在価値
-061 -057 X X
休育科 目の必要伴 ○
能慮スコア 0.30 D E
52
診断表
D学級 6年生   女子
1700   人始 終 1700   人
項目点 診 断 総合診断
















3 牛 活 の うる お しヽ
O ○ やや高いレベル
4苦t み´より喜でヽ ○ ら
、つうのレベル
5集団生活の楽しみ
065 -006 やや低いレベル O
6ただちを作る場
-006 X × かなり低いレベル
7 稽極的活動意欲
-006 X ↑ X 低いレベル
8 白十的黒考ル活動 059 ○ l ○ アンバランス









035 X かなり成功 0
熊度スコア 4.76 D C やや成功
?
?
年ビキビI f´―動青 059 -018 X X 横ばい
1 床力つくり 1 ○
やや失敗
調 朗 活 挙 た 性 格
035 × かなり失敗
階神力の巻成 ↑ ○ 失敗
堂々がんばる習慣
029 X ↑ アン′｀ランス





目業のまとまり 035 X ↑
博業の印象 ↑ O
能 慮スコ7 5.24 6.41 C B
?
?




-006 X ↑ O
利己主義のInl制
永結的な伸闇 O ↓
主体的人間の育成 047 029 ×
理論ル掌 勝の締―
053 ○ ○
将 輩 の ね スI、 088 O ○
教師の存在価値
-047 -024 024 × X
休吉科 目の必要性 ○ ↑ ○
熊 慮スコア 3.53 4.59 C 4 B
53
診断表
E学級 6年生   男子
2100   人始 終 2100   人
項 日点 診 断 総合診断
D 始 ② 終 ハー∩
?






-029 ○ ↓ 高いレベル
心身の興奮ほ∝
043 062 ↑ ○ かなり高いレベル
3生活のうるおい
076 -010 ○ ○ やや高いレベル ○
書 l_み上 しJ喜7ヽ 062 O ○ ふつうのレベル
隻団牛活の楽 l´み
やや低いレベル
ただちを作る場 024 038 T かなり低いレ
ベル
階極的活動責欲 029 X X 低いレ
ベル
白十的照者と活動 062 ○ アンバランス O









052 038 -014 ↓ かなり成功









精神力の巻成 048 -014 ↓ 失敗
堂々がんばる習信
-010 アン′｀ランス ○
協力の習信 052 029 ↑ ○ 診断結果の解釈
基本的理論の学習 057
-010
梁い感動 067 086 O ○
慶業のまとまり
048 038 -010 X
辱業 の 印 象
033 -014 l









7 048 -029 ○ ↓
和1己キ義のIIn需|
-010 × 1 X
永続的な仲間 076 -005 O O
主体的人間の育成 029
X
口論 ル室 騰 の 結 ―
029
四 圭 ハ 偽 ユ :、 067 -010 O O
教師の存在価値
-024 -048 X ↓ ×
は吉科 日の必騨「
-010 ○ ↓ ○
態度スコア 3.90 -1.05 C D
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診断表
E学級 6年生   女子
2000   人始 終 2000   人
頂 日点 診 断 総合診断











1 こころよい興奮 O 局いレ
ベル
r、身の日奮ほ針
-010 ○ かなり高いレベル ○ O
な活のらス於Iヽ 035 025 ↑ O やや高いレベル
4苦しみより喜び 065 ○ ↓ ふつうのレ
ベル
隻団牛活の薬 L み´ 075 -015 ○ O やや低いレベル
6友だちを作る場
055 050 -005 ○ O かなり低いレベル
稽極 的活動責欲
× ↑ 低いレベル










1 諄業時FB5数 020 020 × かなり成功




-010 O ↓ X 横ばい
1 は力つてし,
-010 X やや失敗






-010 O ○ 診断結果の解釈
基六的理論の学習
↑ O




能彦スコ7 6.30 -0.55 B 4 B
?
?









-020 020 X I
永締的た伸 FER 055 -015
キ体的人間の音成
-005 055 X l
田論ル空 鮮の結―
-035 O ×
唇 圭 ∩ 拓 ユ I、 085 ○ O
数師の存在価値
-010 -020 X ↓ ×
床育科目の必要性
000
熊度スコア 365 040 C C
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診断表
F学級 6年生   男子
2000   人始 終 2000   人
項 目点 診 断 総合診断








030 020 -010 X かなり高いレベル
牛 活 の うス お い
やや高いレベル



















025 -015 X ↓ × かなり成功




-025 × X 横ばい
伏 力 つ
`‖
075 -035 X ↓ X やや失敗
現朗活発な性格 005 X | かなり失敗
階神力の巻成 020 X 失敗
堂々がんばる習慣













070 070 O ↑ 0
みス′たの活動 005 -030 × ↓ ×
なス,かめ士ス
「
バ 000 O ↓ ×
和l己キ義のIIn枷l
-060 -020 X X
永続的な仲間 055 025 -030 ↓ X
主体的人間の育成
035 -025 X ↓ X
理 論 ル皇 騰 の 結 ―
030 050 020 ↑ ○
博 業 の ね ムLヽ
040 000
毅Ai5の存右価値
-055 -020 035 X
伏書科 日の必要伴
065 ○ O
態度スコア 2.60 -1.10 C E
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診断表
F学級 6年生   女子
2000   人始 終 2000   人
項 目点 診 断 総合診断













ス 上 1ヽ風 奎
-035 ↓ 局いレベル
2心身の興奮ほO × ι かなり高いレベル







-010 X かなり低いレベル O
7 階極的活動責欲
035 X X 低いレベル































日業の印象 055 025 T O













キ体的人間の音成 030 025 X
田論 ル車 性 の 鮪 ―










月   日   時間目      年 組  番 (
0せいいつばいに運動することができましたか?
・は い 一 どんなことですか?      ・いいえ → なぜですか?
② うま<なつたことや、体力がついたことがありましたか?
・は い 一 どんなことですか?      ・いいえ ― なぜですか?
③ バスケットボ ルーの学習で、「あ、そうか !」 Fゎかった!こうすればいb10か!」 ということ
がありましたか?
・は い 一 どんなことですか?      。いいえ → なぜですか?
④ グル 7ー0人たちと、力を合わけて、仲良<還勘することができましたか?
・は い 一 どんなことですか?      ・いいえ → なぜですか?
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